
伴
て一十九日の会合では 、これまで一に反対論
議拠として出た①休日一らそれぞれ「問題な
どとの説明一
弓

「一修正問題についての見解
室べ

mm
Z討議を
重した
つえ「家庭の一がふえすぎる②女性を家庭にとり一があった 。

一
太
霊長は会合後の記者会見で一た 。この中で竹入委員長は 、公明党

川一日」を祝日として新設することで一込める恐れ
百のる③公権力が家庭一
しかし 、
ほぼ半数ずつを占め一
「これ以上話し合いを続けても 、一がブリッジの形で締結されている

匂一答申を一
本似できるかどっか意見一に介入するのは好ましくない
！一る

襲 、
反対両論に歩み寄り一一本の
結論が出る
日量しはない」一社公 、公民の連合政権構怨につい

町一一を
遺したo特に前回の会合まで一などについて 、総
罪事務当局か一はなく 、
議論は平行線に終わ
三と 、同日の会合で審議を
芸切り一て「各党独自の連合
震構想
議
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散
議
西
側
に
好
ま
し
い
傾
向

二十九日夜発表された中国劉少一している。これは 、とりわけ 、発一鋒主席の地位
変寸後 、とつ市るかが

奇元国家元首の名管回復 、呉徳氏一一演の中で文化革命在激しく否定
二番の問題だと思う。党調約改正

ら文革派四人の解任について外務一し 、
劉少資元
国家元
首を称一貸して一案に「終身幹部制度」
底止が盛り

省筋は「華国鋒1郷小平体制が一いることにもうかがえると 、外務一込まれたことが「輪番制巴を波立

完全に定着し 、対外的には西測諸一省筋では見ている。

一レて華主席の。任期切れし戸在待つ

国との
担調を図る開放体制 、
国内一
近代伯路線の定着は、日本及び一て辞めてもらっというこしを意味

的には近代他路線が完全に定円高レ一西側諸国にとって好まレい傾向と一ずるのだろう－か。

dF

た」と見ている。これらの強震は一外務省では受け止めており 、対
旦
一 、現在 、中国が推進し
ずれる

これまで郵小
．早」刷首相を中心とし一関係にも
変化はないとの見方を一主近代化は例えば農業方針を
会」

た実権派が時閣をかけ 、
用心深く一している。

一も 、十億の全人口のうち三千万レ

進めて
主毛沢東思想 、
童精神一

不
満
の
強
圧
は
一四千万人の生活

Eでも向上すれ

一辺倒の否定を完全に定醤させる一

一ばよい 、というやり方をしてい

もので 、さきの一
著
書脳の交一

無
理
が
生
じ
る

一る。これでは所得差、
書
室が

代人事と合わせ 、これで準
国銃一

竹内実京大教授の話
一拡大する。大衆はζつレた近代化

｜郵小
平体
制か中国の党 、政府一
一 、劉
少窃一万国家主席の名誉回一の側蘭には不満を持ち 、これが大

を
完全に短ったこと
を意味したと一
後は予畑即された通りて 、弘
は準国一字報などに現れていたわけだが 、

一
大字報を禁止するという今陀の決

7、
8
！
こ
i、
f、

で

在
宅
訴
訟るのでは
R

I
l
l
－
到
着
て

一

町

一か。現在の中国近代化の方針とそ

日
中
次
官
級
会
談
決
ま
る

一れを捻進ずる実力との関
与ヤツ

一ブがあるところに問題があるが 、

臼本と中国の外務次官
級による一ガニスタン
位攻 、ぞれ
γ伴、っ中東て」うした強圧的な態度がどんな影

初めての日中事務レベル協泌が一一情勢が中心。また 、日中二国間の一響を生むのか問題だ。

十七 、十八の両日 、
東京で
開催一問題では五月末に予定される
春闘一
一 、「文革派一掃」ということ

されることが二十九日決まった 。一
鋒首相楽臼レ吋」めぐって日中間の調一だが 、現在 、党員の半数
以下Lは文

中国なりは斡念篭外務次官が来一盤が凶られよう 。

一革中に入党した者。かなりの反発

目 、鹿取外務審議官との聞で国際一
日中間の外交当－務当局によるハ一が予想されるわけで 、これを強圧

情勢 、日中二国間関係について意一イレベル定期協議は 、昨年＋二月一手段で抑えつけようというの
手つ

見交換する。国際情勢では 、南北一の大平首
相訪中のさい 、
毎年一回一うか。

対話へと
聖詰めた朝鮮半島およ一ずつ行うことが両国間で合意さ一
一 、故毛沢東主席をこ奇おろす

びインドシナ情勢と 、
ソ連のアフ一れ 、まず東京開催が決まった。
一形はとらなかったようだが 、

実際

厚幸司ま許’� 
�予ミ，さ罪主ゴ

教育委員の候補者を住民投票で

決めようという東京・中野区の教

委準公選
制度で文部省は二十九

日 、墓京都教委に対し 、
整問委員

の準公選を目指す区民投票条例は

「地方教育行政法」に違反するも

のであると 、
文書で警告するとと

もに 、「区民投棄
制度が実施され

ないよう中野区に対し適切な指導

を行う」ょっ通知した。
文部省の

霊文
部
省

見解はこれまでも口頭で申し入れ

られているが 、住民
投票貨を織り

込んだ予算案が近く中
野区議会に

上程されることから 、改めて文書

による警告となった 。

中野区の教育委員区民投両市条例

は 、地方教育
行政法で区長
が選任

することになっている教育委員候

補者を住民投票で決め 、事実上の

教育委員の公選を目指す
制度。

注目される大逆転の余波　中嶋嶺雄東外大教授の話　東京新聞-1980.03.01


